
（別記様式第１２号）（第３の８関係）
（南信州地域）

事業名 うるぎ教育フォーラム開催事業

事業主体 売木村

（連絡先）

事業区分 (3)教育、文化の振興に関する事業

事業タイプ ソフト

総事業費 680,835　円

事　業　内　容

事 業 内
容

事　業　効　果

今後の取り組み

　

平成30年度　地域発 元気づくり支援金事業総括書

※自己評価【Ａ】

【理由】

教育関係者ばかりでなく、遠方か

らの参加者や家族連れもあり、山

村での教育に興味を持つ方々が多

くいた。

【目標・ねらい】

①山村での教育の取り組みを知っ

ていただく

②山村での教育の良さを知ってい

ただく

③山村留学、親子留学、子育て目

的のＩターンが増える

①公開授業により、少人数学級に対応した連学年での授

業や、私塾による思考力授業など、柔軟性のある新たな

学校の在り方を示すことができた。

②シンポジウムにより、山村、少人数での教育により、

自己肯定感をはぐくむことの優位性を確認することがで

きた。

③このフォーラムに参加した家族3組が山村留学及びＩ

ターンの申し込みをされた。

うるぎ教育フォーラム(村政70周年記念事業)の開催

実施期日：平成30年11月10日(土)

テーマ”山で育てる”～小さな村から大きな発信～

(1)公開授業 13:25～14:40 於：売木小中学校(85名参加)

思考力授業、うるぎモジュール、道徳の授業を公開した。

(2)シンポジウム 15:10～17:10

於：売木村文化交流センターぶなの木(73名参加)

テーマ：小規模校だからできる、自己肯定感を育てる教育」

(3)意見交換会 17:30～19:30 於：うるぎふるさと館（27名参加)

公開した授業はまだ2年目のもので、工夫の余地のあるものである。シンポジウムで出た意見

も踏まえて、さらに改善して売木村様式の授業を作っていく。

シンポジウムについては、YouTubeにて継続的に公開していく。今後ダイジェスト版を作成し、

山村留学、親子留学、子育て目的のＩターン者への参考資料として活用していきたい。また、今

回登壇いただいた方々との関係は継続するものとし、今後も村の教育について指導・助言をいた

だく。

（活動写真）

【シンポジウム】


